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令和元年度 第１回久留米市有線放送運営委員会 会議録 

 

日時 令和元年８月２日（金） １０時００分～１１時００分 

場所 田主丸総合支所２階 ２０２会議室 

出席者 大熊委員、古賀委員、草野委員、小林委員、刈茅委員、東委員、永松委員、 

秋山委員、中野委員、小西委員、橋本委員  以上１１名 

欠席者 ― 

事務局 山本支所長、右田次長、吉岡補佐、國武主査、佐藤、木村 

傍聴者 なし 

 

次第 内 容 等 

１～２ 進行 

事務局 

１開会 

・支所長あいさつ 

・委員長あいさつ 

２委員紹介 

進行 

委員長 

大熊委員長による進行 

３  

報告事項 

 

事務局 （１）有線放送事業の現状 〔説明〕 

委員① Ｐ４の苦情・相談件数に関して、スピーカーからの雑音に関する苦情につい

ては、あらかじめアンプのコンセントを引抜けば雑音が止まることを自治会の

方に周知すると、苦情・相談件数が減るのでは？ 

事務局  自治会に伝えてもらうよう、７校区に周知する。 

委員② 中継放送器が減少している理由は？ 

事務局 壊れたアンプは修繕で対応しているが、老朽化や落雷により使えなくなった

部品の調達ができない場合は廃棄している。 

委員② アンプを増やさないのか？ 

事務局 平成２９年度までは修理できていたが、平成３０年度の落雷で複数のアンプ

が使用不可となった。今後、アンプを増やすことも検討する必要がある。 

委員①  アンプの予備器を増やすという意味か？ 

事務局 アンプの予備器を増やすという意味である。 

委員③ Ｐ５の経費 年度別比較に関して、有線を専用柱ではなく九電柱やＮＴＴ柱

に共架するほうがコストが安くなるのでは？ 

事務局 基本的に腐蝕した木柱を建替える場合は、付近に九電柱やＮＴＴ柱があれば

共架することでコストを抑えている。 
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事務局 （２）有線放送事業アンケート調査について 〔説明〕  

 

委員① 対象者数は、田主丸総合支所で抽出するのか。 

事務局 抽出作業は本庁で行い、田主丸地域の住民の中から 1,000 人抽出する予定で

ある。 

委員④ アンケートスケジュールはどこが決めているのか。 

事務局 地域振興課内で決めている。 

委員④ 田主丸校区内の自治会連絡部会が８月末にあるので、アンケート実施時期 

を９月からにして欲しい。 

事務局 本来であれば８月内に各まちづくり振興会にお願いに回り、アンケートを発

送したいと考えていたが、各校区の事情を考慮し、９月に発送するようにした

い。 

委員③ アンケートの中身を知りたい。 

事務局 アンケート内容は現在検討中で、有線放送運営委員会に諮らずに行政内で検討

し発送したいと考えている。中身としては、平成２１年度のアンケート調査に

沿った内容を検討しており、事業の現状について把握してもらい、今後のあり

方についての質問を考えている。 

委員③ 対象者は 1,000 人ではなく全世帯にした方がいいのでは。 

事務局  前回アンケート調査は約 500 人を対象に実施しており、回収率が 90%を超

えていた。また、前回は自治会長さんを通じて配布回収を行ったが、今回は郵

送で実施することにしており、回収率の低下が見込まれるので、対象者を

1,000 人にしている。 

委員③ 前回のアンケート調査の報告を受けてないと記憶している。 

事務局 前回どこまでフィードバックされたか分からないが、今回は田主丸地域の住

民に広く知ってもらうため、たぬしまるだよりや市ホームページでの結果報告

を考えている。 

委員① 1,000 名の抽出は有線放送スピーカーがある家庭のみを抽出するのか。 

事務局 家庭に有線放送スピーカーがあるなしに関わらず、1,000 人に発送することとな

る。 

委員① 家庭に有線放送スピーカーがない人を対象として意味があるのか。調査するな

らスピーカーが設置している人からアンケートをとらないと意味がないのでは。 

事務局 スピーカー設置世帯を把握していないので、今回のアンケートは設置していな

い家庭の人も対象となる。 

事務局 現在、田主丸地域は約 7,000 世帯あり、スピーカー設置世帯は約 6,000 世帯で

ある。今回は郵送で実施することとしており、回収率の低下が見込まれるので対

象者を 1,000 人にしている。アンケートの中でスピーカーを設置しているか否か

の質問をし、場合分けをした集約は可能になる。 
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委員⑤ 市のほうが設置世帯を把握していないならば、全世帯から抽出しアンケート調

査を実施するのは致し方ないと思うが、当然、スピーカーを設置しているか否か

の調査項目が入ってくると思う。逆にスピーカーを設置していない世帯が、ここ

数年での水害や災害で有線放送事業が必要だという意見も出てくるのではないか

と思う。また、調査時期はものすごく大事で、9 月は台風の時期でもあるし、有線

放送から様々な情報が流れると思う。平常時のアンケート調査よりも市民の方が

災害への関心が高い中でのアンケート調査は結果が少し変わってくると思うの

で、そこを考慮してアンケートを実施してほしい。 

事務局 検討させていただく。 

４その他 委員長  アンケート調査結果の報告は２月ではなく早い時期に報告してほしい。 

事務局  なるべく早い時期に報告できるようにする。 

事務局 議事録に関しては事務局で作成し、委員の皆様に確認してもらった後、議事録署

名人に署名していただくことになる。 

５閉会  閉会 

 


